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　大目標としていた宿泊販売億
円を達成し、今年度は億円とい
うさらなる高みを目指すＪＴＢ。グ
ループの旅行事業会社の中から国内
宿泊販売に関わる社の社長に
年度の宿泊販売の目標や施策などに
ついて語ってもらった。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
で
は
中
期

経
営
計
画
（
２
０
１
３
～


年
）
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る

部
門
・
全
社
員
が
「
発
」
に

加
え
て
「
受
（
着
地
）
」
の

発
想
を
持
ち
、
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
意
識
し
た
「
発
受
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
会
社
」
へ
の

転
換
を
推
進
し
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
国
内
「
受
」
事
業

で
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企

画
北
海
道
事
業
部
と
連
携

し
、「
感
動
の
瞬
間（
と
き
）」

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
浸

透
を
目
指
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
や
流
通

促
進
に
努
め
て
い

る
。

　
宿
泊
販
売
方
針

は
、
道
内
各
店
舗
で

販
売
促
進
を
強
化

し
、
宿
泊
増
売
に
努
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
北

海
道
へ
の
人
流
を
さ
ら
に
強

化
す
べ
く
、
「
宿
泊
＋
地
域

素
材
」
を
か
け
合
わ
せ
た

「
価
値
創
造
型
商
品
エ
ー

ス
」
を
軸
に
宿
泊
増
売
を
展

開
す
る
。
道
内
店
舗
の
み
な

ら
ず
、
全
国
各
地
で
道
内
の

宿
泊
を
店
頭
で
販
売
し
や
す

く
、
か
つ
、
お
客
さ
ま
に
訴

求
し
や
す
い
商
品
を
展
開
す

る
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
、

北
海
道
に
お
け
る
全
販
売
チ

ャ
ネ
ル
を
有
効
に
活
用
し
、

北
海
道
の
オ
ン
・
オ
フ
期
を

満
遍
な
く
販
売
す
る
。

　
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取

り
組
み
は
、
宿
泊
と
着
地
型

コ
ン
テ
ン
ツ
を
セ
ッ
ト
に
し

た
商
品
の
販
売
を
強
化
す
る

た
め
に
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は

の
地
域
に
根
差
し
た
着
地
型

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
と
宿
泊

素
材
と
の
融
合
商
品
を
造
成

・
販
売
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
販
売
方
針
を
柱

に
、
宿
泊
増
売
に
直
結
し
た

取
り
組
み
を
実
践
す
る
。
今

後
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
の
フ
ァ

ン
を
増
や
す
た
め
に
、
一
層

の
取
り
組
み
へ
の
理
解
な
ら

び
に
販
売
支
援
・
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
」
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東

中
期
経
営
計
画
の
最
終
年
度

に
あ
た
る
今
年
度
も
「
お
客

さ
ま
・
地
域
・
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
」
か
ら
「
支
持
・
信
頼

・
選
ば
れ
る
」
会
社
を
目
指

し
て
、
法
人
・
教
育
・
個
人

グ
ル
ー
プ
・
提
携
販
売
・
地

域
交
流
グ
ロ
ー
バ
ル
の
５
事

業
が
連
携
し
地
域
密
着
営
業

を
実
践
し
て
い
く
。

　
宿
泊
券
増
売
は
、
全
社
目

標
で
も
あ
る
日
本
の

旬
「
東
北
・
北
陸
」

の
販
売
強
化
を
推
進

し
、
併
せ
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ

関
東
管
内
６
県
の
宿

泊
増
売
を
全
個
所
で

展
開
し
て
い
く
。

　
ま
た
昨
年
発
足
し

た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
圏
内
の
相
互

送
客
や
流
入
人
口
拡
大
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
を
目

的
と
し
た
「
関
東
交
流
文
化

誘
致
協
議
会
」
な
ら
び
に
旅

ホ
連
各
支
部
の
皆
さ
ま
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
関
東
域

内
需
要
拡
大
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　
特
に
店
頭
販
売
に
お
い
て

は
「
関
東
の
宿
」
増
売
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
独
自
で
展
開
し

「
全
社
集
中
販
売
」
と
位
置

づ
け
、
店
頭
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

や
店
長
お
す
す
め
の
宿
な
ど

の
販
売
促
進
を
推
し
進
め
て

い
く
。
リ
ア
ル
店
舗
の
最
大

の
強
み
を
生
か
し
て
専
門
性

の
強
化
と
お
客
さ
ま
満
足
度

向
上
の
実
践
に
よ
り
宿
泊
増

売
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
地
域
交
流
・
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
に
つ
い
て
は
、
各
地
で

発
生
す
る
地
方
創
生
関
連
事

業
、
ふ
る
さ
と
旅
行
券
や
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
務
局
業

務
、
観
光
振
興
計
画
策
定
事

業
、
域
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
や
増
加
す
る
訪
日
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み

な
ど
を
中
心
に
国
内
外
の
交

流
人
口
拡
大
の
た
め
の
仕
掛

け
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
て

動
き
出
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
の「
創
立

周
年
記
念
」

２
０
１
５
年
度
通
常
総
会

が
、
北
陸
新
幹
線
開
業
で
注

目
さ
れ
る
加
賀
百
万
石
の

地
、
金
沢
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
光
栄
に
感
じ
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
度
の
中
部
エ

リ
ア
で
は
大
雨
、
地
震
、
噴

火
な
ど
の
天
変
地
異
に
加

え
、
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
の

反
動
な
ど
厳
し
い
環
境
下
で

は
あ
っ
た
が
、
前
年
度
並
み

の
宿
泊
実
績
を
残
す

こ
と
が
で
き
た
。
旅

ホ
連
会
員
各
位
の
ご

支
援
、
ご
協
力
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

　
今
年
度
は
中
部
の

基
本
戦
略
の
一
つ
で

あ
る
「
企
画
・
仕
入
造
成
・

流
通
の
価
値
向
上
」
に
加
え

「
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
」

と
の
「
融
合
」
を
追
求
し
、

新
た
な
宿
泊
券
の
増
売
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
。

　
中
部
エ
リ
ア
が
保
有
す
る

豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化

な
ど
を
生
か
し
た
着
地
コ
ン

テ
ン
ツ
を
さ
ら
に
開
発
す
る

と
共
に
、
仕
入
、
造
成
、
販

売
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を

確
固
た
る
も
の
と
し
、
地
域

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
事
業
会

社
を
目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
官
民
共
同
で
展
開

し
て
い
る
「
昇
龍
道
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
深
く
関
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
訪
日
外
国
人
へ

の
訴
求
と
、
受
け
入
れ
態
勢

の
サ
ポ
ー
ト
に
も
尽
力
し
て

い
き
た
い
。

　
下
期
に
は
「
日
本
の
旬
北

陸
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

月

４
日
に
は

年
ぶ
り
に
富
山

で
「
杜
の
賑
い
」
が
開
催
さ

れ
る
。
同
時
期
の
「
Ｄ
Ｃ
北

陸
」
と
も
連
携
し
て
、
数
多

く
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す

る
絶
好
の
機
会
を
逃
さ
ず
、

旅
ホ
連
会
員
の
皆
さ
ま
と
共

に
「
後
世
に
残
る
新
た
な
価

値
」を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

　
２
０
１
５
年
度
は
、
中
期

経
営
計
画
テ
ー
マ
と
し
て
掲

げ
た
「
地
域
か
ら
も
お
客
様

か
ら
も
東
北
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
　
Ｏ

Ｎ
Ｅ
の
存
在
へ
！
」
の
実
現

を
目
指
す
。
グ
ル
ー
プ
の
総

力
を
結
集
し
、
地
域
の
期
待

に
応
え
、
信
頼
を
獲
得
し
て

こ
そ
、
テ
ー
マ
が
実
現
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　
４
月
か
ら
「
日
本
の
旬
・

東
北
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
心

お
ど
る
（
感
動
）
、

心
づ
く
し
（
お
も
て

な
し
）
東
北
」
。
上

期
の
開
催
に
併
せ

て
、
地
域
の
価
値
を

創
り
上
げ
る
た
め
に

「
東
北
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
新
緑
」
を
商
品

ス
テ
ー
ジ
の
中
央
に
位
置
づ

け
た
。「
日
本
の
旬
・
東
北
」

の
成
功
に
向
け
て
、
東
北
域

内
の
宿
泊
券
販
売
に
よ
り
強

く
力
を
注
い
で
い
る
。
旬
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
東
北
に
、
多

く
の
お
客
さ
ま
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
東
北
な
ら
で
は
の

感
動
と
お
も
て
な
し
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
２
０
１
５
年
度
の
宿
泊
券

販
売
目
標
達
成
に
向
け
て
、

旅
ホ
連
会
員
の
皆
さ
ま
に
は

次
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
主
力
の
エ
ー
ス
は
、
商

品
の
内
容
を
重
視
す
る
と
と

も
に
お
客
さ
ま
に
納
得
い
た

だ
け
る
価
格
で
ご
提
供
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
宿
泊
単
価

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
で
は
価
格

訴
求
力
の
あ
る
商
品
を
強
化

し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
セ
レ
ク
ト
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充
を
進
め

る
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

増
売
の
た
め
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
へ
の
参
画
と
る
る

ぶ
ト
ラ
ベ
ル
プ
ラ
ン
の
登
録

を
拡
大
す
る
。

　
目
標
達
成
の
た
め
に
、
旅

ホ
連
各
支
部
と
チ
ー
ム
Ｊ
Ｔ

Ｂ
が
一
体
と
な
っ
て
東
北
の

新
た
な
価
値
を
創
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

　
新
生
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
は
５

年
目
、
中
期
事
業
運
営
計
画

「
躍
進
２
０
１
５
」
の
最
終

年
度
を
迎
え
た
。
年
度
は
、

「
社
員
・
店
舗
・
販
売
手
法

の
質
の
向
上
」
の
完
成
へ
向

け
、
将
来
に
渡
っ
て
成
長
を

続
け
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
投
資
を
行
い
、
リ
テ
ー

ル
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
て
の
さ
ら
な
る
躍

進
を
目
指
す
。

　
特
に
社
員
へ
の
投
資
は
、

現
地
研
修
を
最
大
の

教
育
の
機
会
と
捉

え
、
知
識
醸
成
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力

向
上
の
た
め
の
投
資

を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
「
エ

リ
ア
営
業
」
を
進
化

さ
せ
、沿
線
地
域
と
の
連
携
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強

化
、
地
域
密
着
営
業
を
推
進

す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
で
は
、
発

売
時
期
の
早
期
化
な
ど
の
対

策
を
進
め
る
一
方
、
説
明
会

の
実
施
や
Ｄ
Ｍ
の
フ
ォ
ロ
ー

セ
ー
ル
ス
を
強
化
し
、
「
早

期
販
売
」「
高
額
商
品
販
売
」

に
力
を
傾
注
す
る
。
事
業
パ

ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
お

預
か
り
し
て
い
る
貴
重
な
在

庫
か
ら
、
よ
り
良
い
商
品
を

開
発
し
そ
の
商
品
を「
早
く
、

高
く
」
売
り
切
る
こ
と
を
徹

底
し
て
い
く
。
成
長
事
業
と

し
て
強
化
を
進
め
る
提
携
販

売
事
業
で
は
、
私
鉄
電
鉄
各

社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
さ

ら
に
推
し
進
め
、
新
た
な
顧

客
開
拓
の
た
め
、
最
適
地
へ

の
店
舗
網
の
拡
大
を
図
る
。

　

年
は
昨
年
に
引
続
き
国

内
旅
行
が
堅
調
に
推
移
す
る

見
通
し
で
あ
る
。
新
た
な
価

値
創
造
の
た
め
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国

内
旅
行
企
画
」
と
の
連
携
を

強
化
、
製
販
一
体
体
制
で
宿

泊
券
増
売
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
を
約
束
す
る
。
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
、
旅
ホ
連
会

員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
２
０
１
５
年
度
は
中
期
経

営
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て

「
交
流
創
造
企
業
へ
の
成

長
」
を
完
遂
さ
せ
、
次
期
中

期
経
営
計
画
へ
つ
な
げ
る
重

要
な
一
年
で
あ
る
。

　
基
本
方
針
は
「
製
販
一
体

に
基
づ
く
『
営
業
力
』
の
発

揮
」
と
昨
年
の
方
針
を
継
承

し
、
中
期
経
営
計
画
を
完
遂

さ
せ
、
２
０
２
０
年
に
向
け

て
着
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
目
指
す
。
「
交
流
創
造
企

業
へ
の
成
長
」
に
向

け
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅

行
企
画
西
日
本
事
業

部
や
サ
ン
＆
サ
ン
西

日
本
と
と
も
に
、
西

日
本
エ
リ
ア
に
お
け

る
〝
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
Ｊ

Ｔ
Ｂ
〟
と
し
て
製
販

一
体
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化

に
取
り
組
む
。

　
今
年
度
、
西
日
本
エ
リ
ア

で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
花
燃
ゆ
」
、
高
野
山
金
剛

峯
寺
開
創
１
２
０
０
年
、
平

成
の
大
修
理
を
終
え
た
姫
路

城
の
公
開
、
「
淡
路
花
博
２

０
１
５
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」

な
ど
が
注
目
を
浴
び
て
い

る
。

年
度
上
期
に
は
「
日

本
の
旬
　
京
都
・
び
わ
湖
・

奈
良
」
が
控
え
て
お
り
、
Ｄ

Ｍ
Ｃ
戦
略
に
よ
る
地
域
交
流

や
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

の
推
進
な
ど
、
さ
ら
な
る
地

域
密
着
を
図
る
こ
と
で
〝
創

り
出
す
力
〟
の
発
揮
を
目
指

す
。
ま
た
、
全
社
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
「
日
本
の
旬
」
「
杜

の
賑
い
」
な
ど
の
集
中
販
売

を
強
化
し
〝
売
り
切
る
力
〟

を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
自

律
創
造
型
社
員
の
育
成
に
取

り
組
み
〝
磨
き
上
げ
る
力
〟

を
高
め
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
力
を
中
心

に
「
営
業
力
」
を
追
求
し
、

最
大
の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
旅
ホ
連
会
員
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
、
国
内
旅
行
お
よ

び
宿
泊
販
売
拡
大
に
取
り
組

む
の
で
、
よ
り
一
層
の
連
携

強
化
を
お
願
い
し
た
い
。


